
すべての人に星空を―星と人をつなぐ仕事

宙先案内人・高橋真理子（一般社団法人 星つむぎの村）



今日の話

・ちょっとイントロ
・自己紹介キーワード
・病院がプラネタリウムの活動
・宇宙と私たちのつながり

＜質問、たくさんしてください！＞

宙先案内人
高橋真理子



すべての人の願い・・・幸せになりたい

自分が好きであること

他者を信頼できること

自分が何かに貢献できていると
感じられること

自然の一部であると感じられること



星と自分と大地をつなぐ縦軸

他者・社会と自分をつなぐ横軸

自分とつながる
他者とつながる
社会とつながる
自然・宇宙とつながる

よりよく生きたいという願い



一般社団法人 星つむぎの村

星を介して、人をつなぎともに
幸せをつくろう 病院がプラネタリウム

出張プラネタリウム・ワーク
ショップ、
観望会
八ヶ岳エリアでの星見イベント



拠点は、八ヶ岳南麓。 山梨県北杜市



自己紹介がわりのキーワード

大学時代 自転車で北海道、東北、
九州、沖縄など

アラスカ オーロラ 星野道夫



山梨県立科学館



プラネタリウム
星・宇宙

つたえる

つなぐ

プラネタリウム番組制作
各種講演、講義、執筆

市民参画「星の語り部」
ライトダウン甲府バレー
プラネ解説

タカハシマリコの仕事

星つむぎの歌
多種企画

つくる



一般社団法人 星つむぎの村

星を介して、人をつなぎともに
幸せをつくろう 病院がプラネタリウム

出張プラネタリウム・ワーク
ショップ、
観望会
八ヶ岳エリアでの星見イベント



病院がプラネタリウム

ホンモノの星空が見られない人たちに

長期入院をしている子どもたち
難病の方たち、支援学校などを主に

2014年からスタート
2014年 15回
2015年 25回
2016年 42回
2017年 52回
2018年 80回
2019年 90回
2020年 フライングプラネタリウムで

大学附属病院、国立病院機構、
民間の支援施設、難病児支援団体など

届ける



４ｍドーム 天井投影

７ｍドーム 個室投影（NICU、GCUなども）



・2018年から実施
・ライブ配信（事前収録もあり）
・自宅でも病院でも施設でも
・天井投影ができるプロジェクター
を貸し出し。

・離れていても、同じ時間を
過ごせる。気持ちがつながる。

フライングプラネタリウム

自宅での天井投影

2か所同時に

全国一斉公開



星の寺子屋など交流の場

さまざまな状況にいる
子どもたちが、
星や宇宙をかこんで、
お互いに学びあい、
友達になっていく場



NAECチーム（教育のための天文学推進室）からの呼びかけ
（富田先生の発表）

医ケア児、重心児、健常児などが地球について表現

★国連総会対話で 地球を語る子どもたち



星の寺子屋で、自然体験



難病の子どもたちとその家族のキャンプで
ほんものの星空の生配信



お誕生日の星空をみせてもらって、はじめて
この子が生まれてきた意味がわかった気がする。

連日の睡眠が１時間だったとき、だれか私を殺してと
思ったときの自分に、あの宇宙を教えてあげたい

プラネをみて、「どうしても星をみたい」と思い
決死の覚悟で、「はじめての家族旅行」に八ヶ岳へ

おきていること

迎える届ける



人と星のかかわりを
これほどまでに幅広く、

深く描いた本は他に類をみない。
著者自身の人生の壮大な物語

であると同時に、
星空解説の現場を平和教育、
人間教育の舞台にまで
高めた実体験の記録、
髙橋真理子さんすごい！の

一語につきる。

理論物理学者 佐治晴夫先生



新刊「すべての人に星空をー「病院がプラネタリウム」の風景」

12章
星との対話

「生きているその間、
なるたけ多くの「終わ
り」に触れておく。
そのことが、人生の生を
いっそう引き締め、
切実に整える。」
（いしいしんじ）



星つむぎの村 YouTube チャンネル



星つむぎの村 hoshitsumugi.org

スターラウンド八ヶ岳 star-yatsugatake.com


